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連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 10 月 30 日に発表した平成 22 年 3 月期通期の連結業績予
想を下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 
１． 平成 22 年 3 月期通期の連結業績予想の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）  

                   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり  

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 21 年 10 月 30 日発表）

3,120,000 55,000 75,000 40,000 43 円 18 銭 

今回修正予想（Ｂ） 3,200,000 32,000 59,000 25,000 26 円 99 銭 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 80,000 △23,000 △16,000 △15,000 ―    

増 減 率 2.6% △41.8% △21.3% △37.5% ―    

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 3 月期 通期） 
4,065,059 △101,667 △67,433 △40,794 △44 円 02 銭 

 
＜修正の理由＞ 

売上高は、原油情勢を反映した石油製品価格および金属価格の上昇を主因として増収となる見込み
であります。経常利益は、銅価上昇に伴う増益はありますが、石油製品のマージン悪化、自家燃コストの
上昇等を主因として、160 億円減少し 590 億円となる見込みであります。また、当期純利益は、経常利益
の減少、特別損失の増加（日本航空優先株式の評価減 50 億円他）等により、150 億円減少し 250 億円と
なる見込みであります。 

 
 
 

＜セグメント別経常利益内訳（平成 22 年 3 月期通期の連結業績予想）＞          （単位：億円） 

  前回発表 今回発表 差異 経常利益差異説明 20年度実績

売 上 高 23,700 23,900 200 31,161石 油 

グ ル ー プ 経常利益 405 160 △245

石油製品のマージン悪化、自家

燃コストの上昇等により減益 △1,052

売 上 高 7,170 7,750 580 9,021金 属 

グ ル ー プ 経常利益 350 430 80

銅価上昇等により増益 

285

売 上 高 650 650 0 847独 立 機 能 

グ ル ー プ 経常利益 △5 0 5  92

消 去 売 上 高 △320 △300 20  △379

売 上 高 31,200 32,000 800 40,651
計 

経常利益 750 590 △160

 

△674
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【参考】 21 年度 前提条件 

 前回発表 

(21 年度) 

今回発表 

(21 年度) 
差異 

今回発表 

(21/4Q) 

共 通 為替レート（円／＄） 93 93 (+)0 90

原油ＦＯＢ（＄／BBL） 
 ＜ドバイスポットベース＞ 

66.8 69.4 (+)2.6 75.0

燃料油販売量 (百万 kl) 22.7 22.6 (-)0.2 5.9石 油 グ ル ー プ 

ﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ市況（＄／ｔ） 
 ＜ACP(実勢)ベース＞ 

1,008 992 (-)16 1,045

銅価（￠／lb） 244 272 (+)28 310

電気銅販売量（千ｔ／期） 599 602 (+)3 153

環境リサイクル金回収量

（ｔ／期） 
6.2 6.1 (-)0.1 1.9

圧延銅箔販売量 

（百万ｍ／月） 
2.8 2.7 (-)0.1 2.8

金 属 グ ル ー プ 

  

  

精密圧延品販売量 

（千ｔ／月） 
3.4 3.5 (+)0.0 3.9

 
 
 

 
（注）上記の業績予想等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいています。実際の

業績等は、様々な要因により予想とは異なる結果となる可能性があります。           
 
 

以 上 


